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令
和
２
年
度
決
算
報
告

　

５
月
28
日
の
監
査
を
経
て
、
６
月
４
日

に
理
事
会
、
６
月
21
日
に
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度
収
支
決
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
財
務
関
係
諸
表
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

役
員
改
選
・
決
算
報
告

理　事 理事会は、法人の業務執行機関及び意志決定機関です。

◎会長　○副会長 （任期　令和３年６月２２日～令和５年６月（定時評議員会終結日））

◎詫　間 　　　仁　 ○名　取 　茂　久　 ○武　藤　 　　浩　 　笠　井　 　　一　 　武　藤　 　　英　

　窪　田　 今朝富　 　新　谷　 正　人　 　古　屋　 英　世　 　樋　口　 美根夫　 　坂　本　 　　隆　

　渡　邉 　　　定　 　戸　田 　正　守　 　前　島　 一　彦　 　荻　原　 眞紀子　 　山　田　 裕　子　

　山　西　 　　孝　 　戸　泉　 俊　美　

監　事 監事は、執行機関である理事の業務執行状況及び法人財産状況等の監査を行います。

　益　田　 敦　子　 　橘　田　 　　武　 （任期　令和３年６月２２日～令和５年６月（定時評議員会終結日））

評議員 評議員会は、運営に係る重要事項の決議機関として位置づけられます。

（任期　令和３年６月２２日～令和７年６月（定時評議員会終結日））

　小　川　 鉄　男　 　榎　原 　茂　樹　 　中　村　 精　志　 　荒　井　 一　谷　 　丸　山 　梅　子　

　日野原 　和　子　 　中　村　 正　和　 　辻　  　 勝　久　 　野　澤　 俊　明　 　大　澤　 利　嗣　

　鈴　木　 英　夫　 　内　藤　 和　明　 　齋　藤 　政　憲　 　原　藤　 　　正　 　駒　井 　清　貴　

　立　川 　隆　一　 　武　井　 　　覚　 　岡　 　　良　一　 　奥　山 　嘉　雄　 　奥　山　 博　文　

　山　縣　 祐　子　 　大　澤　 　　正　 　戸　田　 　　潔　 　村　松　 岩　男　 　雨　宮　 多加子　

　武　藤　 岳　人　 　内　藤　　 　理　 　鶴　田　 好　孝　 　矢　崎 　貴　恵　

山梨市社会福祉協議会の理事・監事・評議員紹介
役員の任期満了に伴い、下記の方々が理事・監事・評議員に選出されました。

監  事 

評議員 

理  事 

令和３年３月３１日現在 単位：円

科目 当年度末 前年度末 増減 科目 当年度末 前年度末 増減
流動資産 75,752,197 91,285,402 △ 15,533,205 流動負債 31,361,261 34,527,676 △ 3,166,415
　現金預金 15,333,871 59,936,523 △ 44,602,652 　事業未払金 3,055,057 15,370,513 △ 12,315,456
　事業未収金 21,384,238 29,702,774 △ 8,318,536 　その他の未払い金 1,869,366 2,535,376 △ 666,010
　未収金 1,200,000 1,200,000 0 　未払費用 11,600,000 0 11,600,000
　未収補助金 1,315,981 △ 22,431 1,338,412 　その他の未返還金 6,263,936 8,125,681 △ 1,861,745
　前払費用 420,590 468,536 △ 47,946 　預り金 34,932 18,682 16,250
　その他の流動資産 36,097,517 36,097,517 　職員預り金 2,011,245 3,193,424 △ 1,182,179
固定資産 187,860,935 195,572,659 △ 7,711,724 　前受金 459,000 0 459,000
基本財産 3,000,000 3,000,000 0 　賞与引当金 6,067,725 5,284,000 783,725
　定期預金（基） 3,000,000 3,000,000 0 固定負債 49,100,580 82,523,320 △ 33,422,740
その他の固定資産 184,860,935 187,572,659 △ 7,711,724 　退職給付引当金 49,100,580 82,523,320 △ 33,422,740
　建物 41,633,701 5,000,000 36,633,701 負債の部合計 80,461,841 117,050,996 △ 36,589,155
　建物付属設備 13,344,360 309,671 13,034,689
　構築物 351,172 367,726 △ 16,554 基本金 3,000,000 3,000,000 0
　機械及び装置 △ 23,617 209,396 △ 233,013 　基本金 3,000,000 3,000,000 0
　車両運搬具 1,835,604 2,256,031 △ 420,427 国庫補助金等特別積立金 100,679 153,204 △ 52,525
　器具及び備品 4,528,486 3,202,253 1,326,233 その他の積立金 112,938,973 112,938,973 0
　ソフトウェア 38,556 104,652 △ 66,096 　福祉基金積立金 28,569,062 28,569,062 0
　退職手当積立基金預け金 49,100,580 82,523,320 △ 33,422,740 　ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ等購入積立金 7,113,392 7,113,392 0
　福祉基金積立資産 15,169,062 28,569,062 △ 13,400,000 　福祉施設建設積立金 12,600,554 12,600,554 0
　ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ等購入積立資産 7,113,392 7,113,392 0 　法人運営積立金 28,139,340 28,139,340 0
　福祉施設建設積立資産 600,554 12,600,554 △ 12,000,000 　介護保険運営安定化積立金 36,516,625 36,516,625 0
　法人運営積立資産 30,139,340 28,139,340 2,000,000 次期繰越活動増減差額 67,111,639 53,714,888 13,396,751
　介護保険運営安定化積立資産 20,264,965 21,362,482 △ 1,097,517 　次期繰越活動増減差額 67,111,639 53,714,888 13,396,751
　貸付事業貸付金 752,000 802,000 △ 50,000 　（うち当期活動増減差額） 13,396,751 △ 13,708,967 27,105,718
　リサイクル預託金 12,780 12,780 0 純資産の部合計 183,151,291 169,807,065 13,344,226

資産の部合計 263,613,132 286,858,061 △ 23,244,929 負債及び純資産の部合計 263,613,132 286,858,061 △ 23,244,929

資 産 の 部 負 債 の 部

貸 借 対 照 表

純 資 産 の 部

単位：円

決算額 勘定科目 決算額

会費収益 9,653,000 人件費 134,663,594

寄付金収益 9,429,831 事業費 35,476,343

経常経費補助金収益 40,482,044 事務費 20,565,971

受託金収益 103,981,348 共同募金配分金事業費 5,746,205

事業収益 3,013,200 助成金費用 6,321,550

負担金収益 5,104,623 負担金費用 17,000

介護保険事業収益 13,345,441 減価償却費（サービス） 2,080,094

障害福祉サービス等事業収益 25,201,381 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 52,525

その他の収益 8,520,480 その他費用 527,290

サービス活動収益計 218,731,348 サービス活動費用計 205,345,522

サービス活動増減差額 13,385,826

受取利息配当金収益 12,233

その他のサービス活動外収益 128,360

サービス活動外収益計 140,593 サービス活動外費用計 0

サービス活動外増減差額 140,593

固定資産売却益 45,601 固定資産売却損・処分損 66,043

拠点区分間固定資産移管収益 200,446 拠点区分間固定資産移管費用 309,672

サービス区分間固定資産移管収益 909,287 サービス区分間固定資産移管費用 909,287

特別収益計 1,155,334 特別費用計 1,285,002

特別増減差額 △ 129,668

13,396,751

53,714,888

67,111,639

特
別
増
減

当期活動増減差額

前期繰越活動増減差額

当期末繰越活動増減差額

事　業　活　動　計　算　書

勘定科目

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減

活
動
外
増
減

（自）令和２年４月１日（至）令和３年３月３１日 単位：円

決算額 勘定科目 決算額

会費収入 9,653,000 人件費支出 167,302,609

寄付金収入 9,309,831 事業費支出 35,356,343

経常経費補助金収入 40,482,044 事務費支出 20,565,971

受託金収入 103,981,348 貸付金支出 0

貸付事業収入 50,000 共同募金配分金事業費 5,746,205

事業収入 3,013,200 助成金支出 6,321,550

負担金収入 5,104,623 負担金支出 17,000

介護保険事業収入 13,345,441 その他の支出 527,290

障害福祉サービス等事業収入 25,201,381

受取利息配当金収入 12,233

その他の収入 8,648,840

事業活動収入計 218,801,941 事業活動支出計 235,836,968

事業活動資金収支差額 △ 17,035,027

固定資産売却収入 255,000 固定資産取得支出 52,723,295

施設整備等収入計 255,000 施設整備等支出計 52,723,295

施設整備等資金収支差額 △ 52,468,295

積立資産取崩収入 36,097,517 積立資産支出 11,600,000

その他の活動による収入 37,044,340 その他の活動による支出 3,621,600

その他の活動収入計 73,141,857 その他の活動支出計 15,221,600

その他の活動資金収支差額 57,920,257

△ 11,583,065

62,041,726

50,458,661

そ
の
他
活
動

当期資金収支差額合計

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

資 金 収 支 計 算 書

勘定科目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備

（自）令和２年４月１日（至）令和３年３月３１日
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社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

手
島
勇
様

（
七
日
市
場
）　

３
万
円

タ
オ
ル

小
林
明
美
様

（
上
石
森
）

牛
乳
パ
ッ
ク

藤
巻
玲
子
様

（
下
神
内
川
）
・

飯
島
祥
子
様

（
小
原
西
）
・
名

取
静
子
様

（
三
富
徳
和
）

古
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク

【
個
人
】
萩
原
久
美
子
様

（
小
原

東
）
・
山
下
茂
様

（
万
力
）
・
須

藤
初
江
様
・
帯
津
美
保
子
様

（
以

上
、
上
栗
原
）
・
武
井
あ
さ
み
様

（
牧
丘
町
室
伏
）
・
竹
川
千
代
美

様

（
牧
丘
町
西
保
中
）
・
山
中
秀

代
様

（
三
富
徳
和
）

【
事
業
所
・
団
体
】

就
労
支
援
事
業
所
ひ
ら
し
な
様

・

山
梨
市
文
化
協
会
古
典
文
学
部
様

（
令
和
３
年
８
月
31
日
受
付
分

ま
で
掲
載
）

社
協
会
費
と
赤
十
字
会
費
の
お
礼

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
「
社
協
会
費
」

と
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
と
な
る
「
赤
十
字
会
費
」
の
募

集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
長

・
組
長
様
及
び
関
係
者
の
ご
協

力
に
よ
り
、
今
年
度
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
加
入
い
た

だ
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、

家
計
へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
な
か
、
ご
加
入
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
は
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
社
協
一
般
会
費
の
55
％

は
、
市
内
11
地
区
に
あ
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
財
源

と
し
て
還
元
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
活
動
や
各
種
福
祉
団
体
支
援

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
十
字
会
費
は
、
国
内
外
の
人
道
的
活
動
の
た
め
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
お
礼
と
ご
報
告

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨

が
、
６
月
８
日
か
ら
７
月
８
日
ま

で
実
施
し
た
第
21
回
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
で
は
、
16
ト
ン
も
の
食
品
が
寄

せ
ら
れ
、
県
内
で
食
べ
も
の
を
必
要

と
し
て
い
る
約
７
２
０
世
帯
に
郵
送

な
ど
で
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
本
市
社
協
へ
も
約
11
キ
ロ
の

食
品
が
寄
せ
ら
れ
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

山
梨
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
現
在
も
食
べ
る
も
の
に
困
っ
て
い

る
家
庭
が
あ
り
ま
す
。
年
間
を
通

じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
き
た
い
食
品

お
米
、
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
お

菓
子
、
飲
料
、
乾
麺
、
カ
ッ
プ
麺
、
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
、
調
味
料
ほ
か

食
品
の
注
意
事
項

①
２
０
１
９
年
度
産
以
降
の
白
米

・

玄
米

・
も
み

②
賞
味
期
限
が
４
か
月
以
上
あ
る
も
の

③
未
開
封
で
常
温
保
存
可
能
な
も
の

※
酒
類
、
生
鮮
品
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

収
集
場
所　

市
社
協
本
所

●
ご
寄
付
の
報
告
●

会員数(人) 納入金額(円) 会員数(人) 会費納入額（円）

加 納 岩 1,771 1,772,000 1,731 1,210,000

日 下 部 1,690 1,689,000 1,618 1,277,400

八 幡 964 964,000 919 817,500

山 梨 1,112 1,112,000 1,113 1,070,000

日 川 966 966,000 927 715,500

後 屋 敷 1,043 1,030,000 992 758,000

岩 手 323 323,000 306 243,600

諏 訪 827 827,000 757 529,500

中 牧 418 418,000 413 339,000

西 保 217 217,000 212 191,400

三 富 285 285,000 284 293,000

地区名
社会福祉協議会会費 日本赤十字社会費

合 計 9,616 9,603,000 9,272 7,444,900

表
紙
写
真
説
明

　

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
様
子
と
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展[

書

の
部]

で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
藤
原

宏
文
さ
ん
の
作
品
、
９
月
末
の
収

穫
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
様
子
。
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活
動
報
告

活
動
報
告

◆
日
川
小
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

　

５
月
21
日

（
金
）
日
川
小
学
校

５
年
生
を
対
象
に
、
関
東
運
輸
局

山
梨
運
輸
支
局
主
催
の
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
体

験
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
車
い
す

体
験
が
行
わ
れ
、
本
市
社
協
で
も

車
い
す
操
作
と
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、

白
杖
の
取
り
扱
い
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

車
い
す
や
白
杖
に
初
め
て
触
れ
る

児
童
が
多
く
、
最
初
は
恐
る
恐
る

の
体
験
で
し
た
が
、
慣
れ
る
に
つ
れ
、

何
気
な
い
日
常
の
中
に
、
ハ
ン
デ
ィ
を

持
つ
方
々
の
「
暮
ら
し
に
く
さ
」
を

感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

◆
赤
十
字
奉
仕
団
移
動
献
血

　

７
月
28
日

（
水
）
に
赤
十
字
奉
仕

団
の
活
動
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社

山
梨
県
支
部
主
催
の
移
動
献
血
が
山

梨
市
役
所
駐
車
場
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
献
血
協
力
者

の
深
刻
な
減
少
が
全
国
で
続
い
て
い
る

な
か
、
献
血
車
へ
の
誘
導
や
声
掛
け

を
行
い
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
今

年
度
は
11
月
と
来
年
３
月
に
も
実
施

す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
社
の

人
道
的
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
団
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

市
社
協
内　

電
話(

２
２)

８
７
５
５

策定委員の方々に委嘱状を交付

車いすの操作を見つめる児童

◆
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展

　

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
高
齢
者

作
品
展

（
山
梨
市
で
は
２
月
開
催
）

に
お
い
て
、
代
表
と
な
っ
た
優
秀
作
品

を
一
堂
に
集
め
た
『
山
梨
県
シ
ル
バ
ー

作
品
展
』
が
、
６
月
11
日

（金
）
～

13
日

（日
）
に
か
け
て
、
山
梨
県
立

図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
出
品
さ
れ
た
方
限
定
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
会
の
結
果
、
山
梨
市
か
ら
出

品
さ
れ
た
７
点
の
作
品
か
ら
、
３
点

が
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
今

年
度
の
高
齢
者
作
品
展
は
、
２
月
上

旬
に
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

県
シ
ル
バ
ー
作
品
展
入
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　

（順
不
同
・
敬
称
略
）

［
書
の
部
］

　
　
　

優
秀
賞　

藤
原
宏
文

（西
保
）

［
彫
刻
の
部
］

　
　
　

金　

 

賞　

平
石
武
家

（
西
保
）

［
日
本
画
の
部
］

　
　
　

努
力
賞　

中
村
春
美
（加
納
岩
）

◆
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会

　

７
月
29
日

（木
）、
第
１
回
山
梨
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

策
定
委
員
12
名
に
詫
間
会
長
か
ら

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
委
員
の
互
選

に
よ
り
、
武
蔵
野
大
学
の
渡
辺
裕
一

教
授
が
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
ど
の

よ
う
に
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
か
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
や
、
渡
辺
教
授
に
よ
る
研
修
会
、

作
業
部
会
の
設
置
な
ど
を
通
じ
て
具

体
的
な
計
画
案
を
審
議
し
、
今
年
度

末
の
計
画
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

所属（役職名） 氏　　　名

1 武蔵野大学教授 渡 辺 裕 一

2 市区長会副会長 芳 賀 庸 訓

3 市民生委員児童委員協議会監事 網 野 久

4 市老人クラブ連合会副会長 仲 澤 早 苗

5 市障害者福祉会長 村 松 岩 男

6 市ボランティア連絡会副会長 雨 宮 多 加 子

7 市公民館連絡協議会長 天 野 義 郎

8 市医師会長 中 澤 良 英

9 市福祉課長 武 井 学

10 市校長会長 小 河 順 一

11 県社会福祉協議会事務局次長 小 山 敏 行

12 山梨クリナース施設長 戸 澤 義 春

山梨市地域福祉活動計画策定委員名簿

◎：委員長　〇：副委員長

任期：令和３年７月２９日～令和４年３月３１日
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◆
山
梨
県
老
人
福
祉
大
会

　

９
月
１０
日

（
金
）
に
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
、『
第
60
回
山
梨
県
老

人
福
祉
大
会
』
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
に
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
た
方
々
に
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

各
種
表
彰
受
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　

（順
不
同
・
敬
称
略
）

知
事
表
彰

　
　
　

名
取
透

（徳
和
老
人
ク
ラ
ブ
）

県
老
連
会
長
表
彰

　

《
育
成
功
労
表
彰
》

　
　
　

富
本
市
男

（上
神
内
川
６
区
老

人
ク
ラ
ブ
）

　

《
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
》

　
　
　

下
平
老
人
ク
ラ
ブ

（武
川
勲
会

長
）

◆
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

久
々
に
計
画
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
期
間
中
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
特
別
協
力
要

請
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、『
福
祉
用
具

の
体
験
と
作
製
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
梨
県
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
の

協
力
の
も
と
、
様
々
な
福
祉
用
具
に

つ
い
て
学
び
、
実
際
に
作
製
し
た
こ
と

で
、
福
祉
用
具
への
関
心
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
感
想

を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

［原
文
の
ま
ま
一
部
掲
載
］

・
身
体
の
不
自
由
な
人
や
、
障
が
い

を
持
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
色
々
な

使
い
道
の
福
祉
用
具
が
あ
っ
て
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。(

笛
川
小
６
年
生)

・
私
が
知
っ
て
い
る
福
祉
用
具
は
、
介

護
施
設
で
使
う
よ
う
な
大
型
の
も
の

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
、
自
宅
で
使

え
る
福
祉
用
具
や
、
私
の
知
ら
な
い

福
祉
用
具
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

(

山
梨
高
校
３
年
生)

・
介
護
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
日
常

生
活
で
も
よ
く
見
か
け
る
用
具
に
つ
い

て
ど
う
い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
か
、
ど

う
い
う
使
い
方
を
す
る
の
か
を
知
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。(

山
梨
高
校
３
年
生)

赤い羽根通信 
じぶんの町を良くするしくみ 

 

～山梨市ではこのように使われています～ 
 

社会福祉協議会を通じて地域のさまざまな福祉活動に配分されました。 
★長寿をお祝いして市内在住８８歳の方、新１００歳の方にお祝品を贈呈 
★身体障害児・知的障害児に激励金を贈呈 
★各地域に開設されている「ふれあい・いきいきサロン」への助成、代表者

会議の開催、活動に必要な資機材等の購入 
★市社会福祉協議会広報紙「やすらぎ」発行事業助成 
★市地域福祉大会・市老人福祉大会事業助成 
★福祉のこころ醸成事業助成 
★ＮＰＯ・ボランティアグループへの助成 
★歳末たすけあい運動の一環として、ひとり暮らし高齢者・寝たきり高齢者・

生活困窮者世帯があたたかいお正月が迎えられるよう激励援護 
★市老人クラブ連合会主催健康・スポーツ事業助成 
★市障害者福祉会主催事業スポーツ大会開催事業助成 
  
 市内の社会福祉施設にも配分され活用されています。 
 ☆社会福祉法人三富福祉会「パーソナルカラオケ整備事業」 
 ☆社会福祉法人いずみ会「おでかけ兼用ひなん車整備事業」 
  

令和 2年度配分額 
６ ，７ １ ３ ，０ ０ ０ 円 
（歳末たすけあい事業含む） 
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この広報紙やすらぎは、赤い羽根・共同募金の配分金でつくられています。

お
知
ら
せ
＆
募
集

お
知
ら
せ
＆
募
集

　　朗読講習会
　　　　　受講生募集
　音訳技術を学び、朗読ボランティ
アとして活動をする方を養成する
講座を開催します。 音訳とは、 視
覚障がい者の方のために、 書い
てあるものを正確に読むことをい
います。 音訳が初めての方、 す
でに朗読ボランティアとして活動を
している方、 どなたでもご参加くだ
さい。
日時　①１１月１８日 ( 木 )
　　　　②１１月２６日 ( 金 )
　　　　③１２月２日 ( 木 )
　　　　 いずれも午前１０時～正午

会場　夢わーく山梨　講習室
内容　①朗読の世界へようこそ！
　　　　②朗読の魅力
　　　　③朗読とくらし
対象　朗読に関心のある方
参加料　無料  
定員　１５名
申込締切　１１月５日 ( 金 )
申込・問合せ　
　　市社協　電話 （２２） ８７５５

完全予約制無料法律相談
　市民の皆さまを対象として、 弁
護士による 「無料法律相談」 を
実施しています。 離婚、 相続、
土地及び多重債務など法律問題
でお困りの方は、 この機会にぜひ
ご利用ください。 秘密は厳守いた
します。
開設日　①１０月１２日
           ②１１月９日
           ③１２月１４日
　　　　　いずれも火曜日
時間　１件につき４０分間
※相談開始時間の指定不可
場所　市社協本所　第１会議室
申込・問合せ　
　　市社協　電話 （２２） ８７５５

 山 梨 市 障 害 者 福 祉 会

　　　　　　　秋の行事参加者募集！

 〈障害者スポーツ大会〉
  日時　１０月２２日 （金）　※雨天時は１０月２６日 （火）
　　　　　午前１０時～
  場所　小原スポーツ広場 （山梨市役所南側）
  締切　１０月５日 （火） まで
    ※動きやすい服装でご参加ください。
 〈釣り大会〉
  日時　１１月２日 （火）　※雨天時は１１月５日 （金）
　　　　　午後１時３０分～
  場所　八丁堀 （牧丘町杣口）
  参加費　１００円　　　　　　
  持物　釣り竿 （所有している方のみ）
  締切　１０月１９日 （火） まで

    ※いずれも対象は、 山梨市障害者福祉会の会員、 市内

　 在住または在勤の障がい者及びその家族 ・ 介助者です。

  申込・問合せ　市障害者福祉会事務局 （市社協内）
   電話 （２２） ８７５５

 

　１１月２日 （火）　※雨天時は１１月５日 （金）

　釣り竿 （所有している方のみ）

　各行事、 講座におきましては、 会場の新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン等に従い
開催いたします。 当日は、 体調がすぐれなかったり、 咳や発熱のある場合は参加を控えていただく
ほか、 参加する際は必ずマスクの着用をお願いいたします。
　新型コロナウイルスの感染状況により、 行事等を中止させていただく場合がありますのでご了承く
ださい。

災害ボランティア大募集！
　山梨市において 『令和３年度山梨県地震防災訓練』
が実施されます。 この訓練は山梨県が主催し、 ５０以
上の訓練参加機関が協力して行います。
　本市社協では、 関係団体と連携し、 災害ボランティ
アセンターの設置 ・ 運営訓練を行い、 被災者に寄り
添ったボランティア活動を行います。 大規模災害に
陥ったとき、 感染症拡大防止の観点からも全国から
のボランティアを受け付けることは困難です。 まずは、
地域住民同士で助け合わなければならないのです。
有事の際にあなたの『力』を貸していただけませんか。
幅広い世代の方を募集いたします。
日時　１１月１４日 ( 日） 午前８時３０分～ 正午 （予定）

会場　山梨市役所東側駐車場

内容　災害ボランティアセンター設置 ・ 運営訓練
対象　災害ボランティア活動に関心がある、 活動を始
　　　　めたい方
対象者　高校生以上の方ならどなたでも （団体やグ　
　　　　　 ループでの参加も可能）
申込締切　１０月２０日 ( 水 )
申込・問合せ　市社協　電話 （２２） ８７５５
※申し込みをされた方対象の事前オリエンテーション
を行います。 詳しくは後日お伝えします。
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残しておきたい地域のつながり
こころに残る「あの写真」を募集します

お
知
ら
せ
＆
募
集

お
知
ら
せ
＆
募
集

　市社会福祉協議会では、 「コロナ後も残しておきたい地域のつながり」 と題して、 市民の
皆さんからコロナ以前の地域をテーマにした写真を募集します。
　新型コロナウイルスの感染拡大が収束を見せない中、 私たちは地域のつながりがより希
薄になってしまうのではと心配しています。 コロナ禍でも忘れない、 コロナ後も残しおきたい
地域のつながりを今一度確認し、 大切にしていく必要があります。
　そこで、 皆さんのお手元に、 これまでの地域活動やお祭り、 各種行事など笑顔のあふれ
る写真がありましたら、 その写真に対する思いのコメントを添えてお送りください。
　表題の趣旨がよく伝わる作品は、 本市社協広報誌や、 現在策定中であります地域福祉
活動計画の冊子の中などで使用させていただきます。
募集内容　「コロナ後も残しておきたい地域のつながり」 をイメージする写真及びコメント
応募資格　山梨市民
応募方法　（ア） 写真データを社協の e-mail:fukushi@yamanashi-shakyo.jp 宛に送信する　
　　　　　　　　　　　場合は、 ファイル容量を２MB 以内としてください。
　　　　　　　（イ） 写真の持ち込み、郵送の場合は、Ｌ版から四つ切サイズまでとしてください。
　　　　　　　（ウ） 合成写真、 組み写真は不可、 また、 未発表のものに限ります。
　　　　　　　（エ） 応募する際は、①住所、②氏名 （フリガナ）、③年齢、④職業、⑤電話番号、
　　　　　　　　　　 ⑥広報誌等への応募者氏名掲載の可否、 ⑦写真に対するコメントを記載
　　　　　　　　　　　してください。
募集期間　１０月２９日 （金） まで
応募上の注意 （１） 応募写真の著作権は作者に帰属しますが、 本会の広報誌等に使用で
　　　　　　　　　　　　　 きるものとします。
　　　　　　　　　　（２） 撮影された被写体の肖像権侵害などの責任は負いかねますので、 応
　　　　　　　　　　　　　募者が了解を得てください。 なお、 被写体が未成年の場合は、 親権　
　　　　　　　　　　　　　者の承諾が必要です。
　　　　　　　　　　（３） 応募する写真については、 応募者が権利を有しており、 第三者の著　
　　　　　　　　　　　　　作権、商標権、意匠権、肖像権等の権利を侵害していないものに限り、
　　　　　　　　　　　　　それに関するトラブルの責任は一切負いかねます。
その他 　（１） 写真は修整 ・ 加工をする場合もあります。
　　　　　　（２） 申し込みに伴う個人情報は、 本募集に関する目的以外には使用しません。
　　　　　　（３） 応募作品の返却はしません。
　　　　　　（４） 採用分については、 薄謝を進呈します。
送付先・問合せ　山梨市社会福祉協議会　〒４０５－０００６　山梨市小原西８４３－４
　　　　　　　　　　　　電話 （２２） ８７５５　e-mail:fukushi@yamanashi-shakyo.jp

各種行事の中止についてお知らせ
　新型コロナウイルス感染がいまだに収まらない状況であることから、 参加者及び関係者の皆
さまの健康と安全を考え、 今年度、 本社協が主催、 または共催いたします下記行事につきま
しては、 やむを得ず中止とさせていただきますので、 ご理解をお願いいたします。

　　　　　・ひとり親家庭・両親がいない家庭　一日行楽事業
　　　　　・牧丘地域福祉運動会
　　　　　・三富 [地区・福祉 ]運動会
　　　　　・山梨市老人クラブ連合会　親睦旅行
　　　　　・山梨市障害者福祉会　料理教室
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この広報紙やすらぎは、赤い羽根・共同募金の配分金でつくられています。

山梨市支会赤い羽根まちがいさがし
　右と左の絵には違うところが１０か所あります。違いがわかった方はハガキに答えと住所・氏名・
年齢 ・ 電話番号、 共同募金へのご意見等を明記のうえ、 １０月２９日 （金） までに下記へご
応募ください。 （当日消印有効） 全問正解者のうち、 抽選で５名様に共同募金会グッズをお贈
りします。 　※ハガキ１枚につき１名様の応募とさせていただきます。 　
　応募先　共同募金会山梨市支会〒 405-0006 山梨市小原西８４３- ４ （市社協内）

 

    

      

１世帯あたりの目安額って？

　目標額を達成するために、一世帯あたりの目安額
を示しています。これはあくまでも目安ですので、募
金額は皆さまのお気持ちで決めてください。
　山梨市の「家庭募金」の目安額は、１世帯700円です。
各世帯にお願いをする「家庭募金」は区長さまや組長
さまにご協力をいただき募金活動を行います。

　共同募金は、寄付が集まってから用途を決める募
金ではなく、あらかじめ使い道や集める目標額を決
める「計画募金」です。配分申請を受けてから、そ
の必要性などを考慮し、目標額が決定します。

なぜ目標額があるの？

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和３年度

共 同 募 金共 同 募 金

700
★約280円が

優先的に山
梨市内の地
域福祉活動
に使われま
す。
( 約 41％ )

山 梨 市 内 の
歳 末 た す け
あ い 事 業 に
使われます。
  ( 約 13％ )

★約100円が

★約320円が

　　　山梨市を含む
　　県全体の福祉活

動に使われます。 
( 約 46％ )

例えば…700円を募金していただくとおおむね下のように使われます

毎年恒例

 
 
 

共同募金は、戦後間もない昭和２２年に、市民が主体の民間運動として 

始まりました。当初、戦後復興の一助として、被災した福祉施設を中心に 

支援が行われ、その後、法律に基づき、地域福祉の推進のために活用されて 

きました。 

 社会の変化のなか、共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、 

さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援する、「じぶんの町をよくするしくみ。」

として、取り組まれています。 

今年度も１０月１日から３月末日まで「赤い羽根共同募金運動」（１０月１日から１２月末日を通

常募金、１月１日から３月末日をテーマ募金）が全国一斉に展開されます。皆さまの「たすけあい精

神」に支えられる共同募金運動にご協力くださいますようお願いします。 

令和３年度募金(令和４年度配分事業) 山梨市支会 募金目標額 ８，３３１，０００円 

 

 

 

 

 

 

 
 

共同募金（通常募金）のスケジュール 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

地域配分 

 山梨市内の福祉活動に配分されま

す。 

（※歳末たすけあい事業含む） 

 
 

 

 

広域配分 

 山梨県全域を対象に福祉活動を行 

っている施設や災害援護金など配分

されます。（※山梨市内事業含む） 


